
１．福島第二原子力発電所　放射性廃棄物管理状況（2024年度　第4四半期報）

　（１）放射性気体及び放射性液体廃棄物の放出量

　　ａ．放射性気体廃棄物の放出量

       （単位：Bq）

全希ガス １３１
Ｉ

１３３
Ｉ 全粒子状物質 ３

Ｈ 備　　考

原子炉施設合計 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 1.8×10
10

１号機排気筒 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 4.2×10
9

２号機排気筒 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 4.3×10
9

３号機排気筒 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 3.3×10
9

排気筒
別内訳

４号機排気筒 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 5.3×10
9

廃棄物処理建屋
換気系排気筒

検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 1.3×10
9

サイトバンカ建屋排気口 ― ― ― 検出されず ―

焼却設備排気筒 ― 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず

年間放出管理目標値 ― ― ― ― ―

放射性気体廃棄物の放出放射能量（Bq）は、排気中の放射性物

質の濃度（Bq／cm
3
）に排気量（m

3
）を乗じて求めている。

なお、放射性物質が検出されない場合は、放出放射能量（Bq）の
算出は実施せず”検出されず”と表示した。

検出されずとは、以下の濃度未満の場合をいう。

    全希ガス：２×１０
-2

（Bq／cm
3
）

    
131

I：７×１０
-9

（Bq／cm
3
）

　　
133

I：７×１０
-8

（Bq／cm
3
）

    全粒子状物質：４×１０
-9

（Bq／cm
3
）

　　　　　　　　　　　（
60

Coで代表した）

 　 
3
H：４×１０

-5
（Bq／cm

3
）



　　ｂ．放射性液体廃棄物の放出量（2024年度　第4四半期報）        （単位：Bq）

　全核種

( ３Hを除く) ５１Cr ５４Mn ５９Fe ５８Co ６０Co １３１I １３４Cs １３７Cs

原子炉施設合計 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

１号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

排水口
２号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

別内訳
３号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

４号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

年間放出管理目標値 1.2×109

（続き）

３H

８９Sr ９0Sr
アルファ線を放出する

放射性物質
ベータ線を放出する

放射性物質

原子炉施設合計 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

１号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

排水口
２号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

別内訳
３号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

４号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

年間放出管理目標値 1.4×1011※

※トリチウムについては、放出管理の年間基準値を記載。

核　　種　　別

核　　種　　別
備     考

放射性液体廃棄物の放出放射能量（Bq）は、排水中の放射性物質の濃度（Bq／cm
3
）に排

水量（m
３
）を乗じて求めている。



（２）放射性固体廃棄物の管理状況
※

固　体　廃　棄　物　貯　蔵　庫

ド　ラ　ム　缶

当該期間の発生量
0
(0)
本

0
(0)
本

25
（25）

本
0
(0)
本相当

25
(25)

本相当

当該期間の減少量
0
(0)
本

0
(0)
本

43
（9）

本
0
(0)
本相当

43
（9）

本相当

施設内減量
0
(0)
本

0
(0)
本

43
（9）

本
0
(0)
本相当

43
(9)
本相当

施設外減量
0
(0)
本

0
(0)
本

0
（0）

本
0
(0)
本相当

0
(0)
本相当

当該期間末の保管量
702
(0)
本

1,717
(0)
本

19,707
(483)

本
0
(0)
本相当

22,126
(483)

本相当

貯蔵設備容量 32,000 本相当

（注）ドラム缶に詰められない大型機材等であって、２００lドラム缶に詰めた場合の相当本数。

　※　（　）内には当該欄中の数量等のうち、２０２１年４月２８日以降に１～４号炉の廃止措置に伴い発生した放射性固体廃棄物の数量（内数）を示す。

（３）使用済制御棒，使用済樹脂等の管理状況
※

当該期間の発生量
0
(0)
本

0
(0)
本

0
(0)
本

0
(0) m

３ 0.2
(0.2) m

３

当該期間の減少量
0
(0)
本

0
(0)
本

0
(0)
本

0
(0) m

３ 0
(0) m

３

施設内減量
0
(0)
本

0
(0)
本

0
(0)
本

0
(0) m

３ 0
(0) m

３

施設外減量
0
(0)
本

0
(0)
本

0
(0)
本

0
(0) m

３ 0
(0) m

３

当該期間末の保管量
162
(0)
本

2,070
(0)
本

396
(0)
本

43
(1) m

３ 5,289
(４) m

３

当該期間の発生量
0
(0)
本

0
(0)
本

0
(0)
本

当該期間の減少量
0
(0)
本

0
(0)
本

0
(0)
本

施設内減量
0
(0)
本

0
(0)
本

0
(0)
本

施設外減量
0
(0)
本

0
(0)
本

0
(0)
本

当該期間末の保管量
537
(0)
本

9,535
(0)
本

288
(0)
本

※　（　）内には当該欄中の数量等のうち、２０２１年４月２８日以降に１～４号炉の廃止措置に伴い発生した放射性固体廃棄物の数量（内数）を示す。

◆放射性固体廃棄物：廃止措置計画認可後に発生した廃棄物を解体廃棄物として分けて集計している。

◆放射性固体廃棄物は、推定発生量を廃止措置計画に記載していることから廃止措置計画認可日の２０２１年４月２８日から変更としている。

使用済燃料プール
備　考

制　御　棒 チャンネルボックス 中性子検出器

サイトバンカ タ　ン　ク　等
備　考

制　御　棒 チャンネルボックス 中性子検出器 そ　の　他 イオン交換樹脂

　備　考そ　の　他　
（注）

合　　計
均質固化体 充填固化体 雑　　固　　体



　（４）解体撤去物の保管量

1～4号炉施設

「放射性廃棄物でない廃棄物」で
あると判断する前の段階のもの

（m3）

当該期間末の保管量 -

備考



２.福島第二原子力発電所　放射線業務従事者の被ばく状況（2024年度　第4四半期報）

　 線　　量　　分　　布　　（　人　）

放射線業務
従事者の区分 5mSv以下

5mSvを超え
10mSv以下

10mSvを超え
15mSv以下

15mSvを超え
20mSv以下

20mSvを超え
25mSv以下

25mSvを超え
30mSv以下

30mSvを超え
35mSv以下

35mSvを超え
40mSv以下

社　員 289 0 0 0 0 0 0 0

その他 760 0 0 0 0 0 0 0

合　計 1,049 0 0 0 0 0 0 0

（続き）

　 線　　量　　分　　布　　（　人　） 　 　 　

放射線業務 総線量 平均線量 最大線量
従事者の区分 40mSvを超え

45mSv以下
45mSvを超え
50mSv以下

50mSvを超える 合　計 （人・Sv） （mSv） （mSv）

社　員 0 0 0 289 X
※

X
※

X
※

その他 0 0 0 760 0.01 0.0 0.8

合　計 0 0 0 1,049 0.01 0.0 -

※「X」とは検出限界（0.1mSv）未満をいう。
　2023年10月より、「放射性同位元素等の規制に関する法律施行規則」の一部改正による、信頼性確保義務化に伴い
　2023年4月より外部被ばく個人線量計（受動形個人線量計）を導入している。



１．福島第二原子力発電所放射性廃棄物管理状況（2024年度　年報）

　（１）放射性気体及び放射性液体廃棄物の放出量

　　ａ．放射性気体廃棄物の放出量

       （単位：Bq）

全希ガス 　
１３１

Ｉ 　
１３３

Ｉ 全粒子状物質  ３
Ｈ 備　　考

原子炉施設合計 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 5.2×10
10

１号機排気筒 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 7.7×10
9

２号機排気筒 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 1.2×10
10

３号機排気筒 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 1.3×10
10

排気筒
別内訳

４号機排気筒 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 1.6×10
10

廃棄物処理建屋
換気系排気筒

検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 3.4×10
9

サイトバンカ建屋排気口 ― ― ― 検出されず ―

焼却設備排気筒 ― 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず

年間放出管理目標値 ― ― ― ― ―

放射性気体廃棄物の放出放射能量（Bq）は、排気中の放射性物

質の濃度（Bq／cm
3
）に排気量（m

3
）を乗じて求めている。

なお、放射性物質が検出されない場合は、放出放射能量（Bq）の
算出は実施せず”検出されず”と表示した。

検出されずとは、以下の濃度未満の場合をいう。

    全希ガス：２×１０
-2

（Bq／cm
3
）

    
131

I：７×１０
-9

（Bq／cm
3
）

　　
133

I：７×１０
-8

（Bq／cm
3
）

    全粒子状物質：４×１０
-9

（Bq／cm
3
）

　　　　　　　　　　　（
60

Coで代表した）

 　 
3
H：４×１０

-5
（Bq／cm

3
）



　　ｂ．放射性液体廃棄物の放出量（2024年度　年報）        （単位：Bq）

　全核種

( ３Hを除く) ５１Cr ５４Mn ５９Fe ５８Co ６０Co １３１I １３４Cs １３７Cs

原子炉施設合計 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず

１号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

排水口
２号機排水口 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず

別内訳
３号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

４号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

年間放出管理目標値 1.2×109

（続き）

核　　種　　別 ３Ｈ

８９Sr ９０Sr
アルファ線を放出する

放射性物質
ベータ線を放出する

放射性物質

原子炉施設合計 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 3.3×1010

１号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

排水口
２号機排水口 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 3.3×1010

別内訳
３号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

４号機排水口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし

年間放出管理目標値 1.4×1011※

※トリチウムについては、放出管理の年間基準値を記載。

備     考

核　　種　　別

放射性液体廃棄物の放出放射能量（Bq）は、排水中の放射性物質の濃度（Bq／cm
3
）に排

水量（m
３
）を乗じて求めている。

なお、放射性物質が検出されない場合は、放出放射能量（Bq）の算出は実施せず”検出され
ず”と表示した。

検出されずとは、以下の濃度未満の場合をいう。

全核種（
３
Hを除く）：2×10

-2
（Bq／cm

3
）　（

６０
Coで代表した）

89
Sr、

90
Sr：7×10

-4
（Bq／cm

3
）  （

90
Srで代表した）

アルファ線を放出する放射性物質：4×10
-3

（Bq／cm
3
）

ベータ線を放出する放射性物質：4×10
-2

（Bq／cm
3
）



　（２）放射性固体廃棄物の管理状況
※

固　体　廃　棄　物　貯　蔵　庫

ド　ラ　ム　缶 備　　　考

当該年度の発生量
0

(0)
本

0
(0)

本
109

(109)
本

0
(0)

本相当
109

(109)
本相当

当該年度の減少量
0

(0)
本

0
(0)

本
91
(9)

本
0

(0)
本相当

91
(9)

本相当

施設内減量
0

(0)
本

0
(0)

本
91
(9)

本
0

(0)
本相当

91
(9)

本相当

施設外減量
0

(0)
本

0
(0)

本
0

(0)
本

0
(0)

本相当
0

(0)
本相当

当該年度末の保管量
702
(0)

本
1,717

(0)
本

19,707
(483)

本
0

(0)
本相当

22,126
(483)

本相当

貯蔵設備容量 32,000 本相当

（注）ドラム缶に詰められない大型機材等であって，２００lドラム缶に詰めた場合の相当本数。

　※　（　）内には当該欄中の数量等のうち，２０２１年４月２８日以降に１～４号炉の廃止措置に伴い発生した放射性固体廃棄物の数量（内数）を示す。

（３）使用済制御棒，使用済樹脂等の管理状況
※

備　　　考

当該年度の発生量
54
(0)

本
0

(0)
本

0
(0)

本
0

(0) m
３ 1

(1) m
３

当該年度の減少量
0

(0)
本

0
(0)

本
0

(0)
本

0
(0) m

３ 0
(0) m

３

施設内減量
0

(0)
本

0
(0)

本
0

(0)
本

0
(0) m

３ 0
(0) m

３

施設外減量
0

(0)
本

0
(0)

本
0

(0)
本

0
(0) m

３ 0
(0) m

３

年度末の保管量
162
(0)

本
2,070

(0)
本

396
(0)

本
43
(1) m

３ 5,289
(4) m

３

　※　（　）内には当該欄中の数量等のうち，２０２１年４月２８日以降に１～４号炉の廃止措置に伴い発生した放射性固体廃棄物の数量（内数）を示す。

当該年度の発生量
0

(0)
本

0
(0)

本
0

(0)
本

当該年度の減少量
54
(0)

本
0

(0)
本

0
(0)

本

施設内減量
54
(0)

本
0

(0)
本

0
(0)

本

施設外減量
0

(0)
本

0
(0)

本
0

(0)
本

年度末の保管量
537
(0)

本
9,535

(0)
本

288
(0)

本

　※　（　）内には当該欄中の数量等のうち，２０２１年４月２８日以降に１～４号炉の廃止措置に伴い発生した放射性固体廃棄物の数量（内数）を示す。

（４）日本原燃（株）低レベル放射性廃棄物埋設センターへの放射性固体廃棄物の搬出量

搬 　出 　量 0 本 0 本 0 本

累積搬出量 2,072 本 10,960 本 13,032 本

均質固化体 充填固化体 合　　計

使用済燃料プール
備　　考

制　御　棒 チャンネルボックス 中性子検出器

サイトバンカ タ　ン　ク　等

制　御　棒 チャンネルボックス 中性子検出器 そ　の　他 イオン交換樹脂

そ　の　他　
（注）

合　　計
均質固化体 充填固化体 雑　　固　　体



　（５）解体撤去物の保管量

1～4号炉施設

「放射性廃棄物でない廃棄物」で
あると判断する前の段階のもの

（m3）

当該年度末の保管量 -

備考



２.放射線業務従事者の被ばく状況（2024年度　年報）

（１）放射線業務従事者線量

　

放射線業務
従事者の区分

0.1mSv以下
0.1mSvを超え
1mSv以下

1mSvを超え
2mSv以下

2mSvを超え
5mSv以下

5mSvを超え
10mSv以下

10mSvを超え
15mSv以下

15mSvを超え
20mSv以下

20mSvを超え
25mSv以下

25mSvを超え
30mSv以下

社　員 390 2 0 0 0 0 0 0 0

その他 1,170 33 0 0 0 0 0 0 0

合　計 1,560 35 0 0 0 0 0 0 0

（続き）

　 　

放射線業務 総線量 平均線量 最大線量
従事者の区分 30mSvを超え

35mSv以下
35mSvを超え
40mSv以下

40mSvを超え
45mSv以下

45mSvを超え
50mSv以下

50mSvを超える 合　計
（人・Sv） （mSv） （mSv）

社　員 0 0 0 0 0 392 0.00 0.0 0.3

その他 0 0 0 0 0 1,203 0.01 0.0 0.9

合　計 0 0 0 0 0 1,595 0.01 0.0 -

　　　　

（２）平成１３年４月１日を始期とする５年間ごとの線量が１００ｍＳｖを超えた者

　　　0　　　(人)

線　　量　　分　　布　　（　人　）

線　　量　　分　　布　　（　人　）



（３）当該年度の線量（放射線被ばくの経歴に基づく線量を含む。※１）が２０ｍＳｖを超えた放射線業務従事者

放射線業務従事者
の区分

人　　数
(人）

最大線量
（ｍＳｖ)

社 　員 0 　　　　-　　
その他 0 　　　　-　　

計 0 　　　　-　　

（４）平成13年４月１日以後５年ごとに区分した各期間における，初年度以降当該年度までの年度平均線量

　　（放射線被ばくの経歴に基づく線量を含む。※１）が２０ｍＳｖを超えた放射線業務従事者

放射線業務従事者
の区分

人　　数
(人）

　　　最大線量 ※２
（ｍＳｖ)

社 　員 0 　　　　-　　
その他 0 　　　　-　　

計 0 　　　　-　　

注１．当該年度中に当該事業所において，放射線業務従事者として従事した者。

   ２.※１の「放射線被ばくの経歴に基づく線量」とは，「実用発電用原子炉の設置，運転等に関する規則第６７条第１項の表第５号ト」の記録に基づく線量。

       ただし，当該事業所の放射線業務従事者でなくなった以降の線量は含まない。

 　３.　※２の最大線量は年度平均線量の最大値。



（５）女子（妊娠不能と診断された者，妊娠の意思のない旨を事業者等に書面で申し出た者及び妊娠中の者を除く）の放射線業務従事者の線量

　 　 　 　

総線量 平均線量 最大線量

0.1mSv以下
0.1mSvを超え

1mSv以下
1mSvを超え
2mSv以下

2mSvを超え
5mSv以下

5mSvを超える
（人・Sv） （mSv） （mSv）

社　員 23 0 0 0 0 X
※

X
※

X
※

第１四半期 その他 6 0 0 0 0 X
※

X
※

X
※

合　計 29 0 0 0 0 X
※

X
※ -

社　員 29 0 0 0 0 X
※

X
※

X
※

第２四半期 その他 5 0 0 0 0 X
※

X
※

X
※

合　計 34 0 0 0 0 X
※

X
※ -

社　員 27 0 0 0 0 X
※

X
※

X
※

第３四半期 その他 6 0 0 0 0 X
※

X
※

X
※

合　計 33 0 0 0 0 X
※

X
※ -

社　員 28 0 0 0 0 X
※

X
※

X
※

第４四半期 その他 5 0 0 0 0 X
※

X
※

X
※

合　計 33 0 0 0 0 X
※

X
※ -

　　※「X」とは検出限界（0.1mSv）未満をいう。

　　　　2023年10月より、「放射性同位元素等の規制に関する法律施行規則」

（６）妊娠中の女子の放射線業務従事者において線量限度を超えた者 　　　　の一部改正による、信頼性確保義務化に伴い2023年4月より外部被ばく

　　　　個人線量計（受動形個人線量計）を導入している。

　　　（１）腹部表面の等価線量が２ｍＳｖを超えた者 　　　　-　　　(人)

　　　（２）内部被ばくによる実効線量が１ｍＳｖを超えた者 　　　　-　　　(人)

線　　量　　分　　布　　（　人　）



 
３．放射性廃棄物の放出濃度（２０２４年度 下期） 
                                                            単位：Ｂｑ／ｃｍ３ 
 

測 定 の 箇 所 
前半３ヶ月間の合計（１０月～１２月） 後半３ヶ月間の合計（１月～３月） 

平均値 最大値 平均値 最大値 
 

 

放 

射 

性 

気 

体 

廃 

棄 

物 

（注－１） 

１ 号 機 排 気 筒 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 

２ 号 機 排 気 筒 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 

３ 号 機 排 気 筒 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 

４ 号 機 排 気 筒 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 

廃 棄 物 処 理 建 屋 換 気 系 排 気 筒 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 

サ イ ト バ ン カ 建 屋 排 気 口 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 

焼 却 設 備 排 気 筒 検出されず 検出されず 検出されず 検出されず 

周 辺 監 視 区 域 外 濃 度 （ 注 － ２ ） ―  ―  
放 

液  射 

体  性 

廃 

棄 

物 

（注－３） 

１ 号 機 排 水 口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 

２ 号 機 排 水 口 検出されず 検出されず 放出実績なし 放出実績なし 

３ 号 機 排 水 口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 

４ 号 機 排 水 口 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 放出実績なし 
（注－１）：放射性気体廃棄物については、周辺監視区域外濃度を除いて排気筒出口の放射能濃度を示す。なお、サイトバンカ建屋排気口および焼却設備 

排気筒の濃度は粒子状放射性物質濃度であり、他のものは希ガス濃度である。 
（注－２）：周辺監視区域外濃度については、安全審査に使用した気象条件により計算で求め、核原料物質又は核燃料物質の製錬の事業に関する規則等の 

規定に基づく線量限度等を定める告示の別表第１の希ガスを適用する。 
（注－３）：放射性液体廃棄物については、３Ｈを除く全核種の濃度で、核原料物質又は核燃料物質の製錬の事業に関する規則等の規定に基づく線量限度 

等を定める告示の別表第１の第６欄に掲げる種類を適用する。 
 
 



（参考） 
 
放射性廃棄物の放出に関する検出限界値について 
 

放  射  性  気  体  廃  棄  物 

全希ガ ス １３１Ｉ １３３Ｉ 全粒子状物質 ３Ｈ 

 
検 
 
出 
 
限 
 
界 
 
値 
 

 
排気口に 
お け る 
濃 度 が 

 
 

２×１０－２ 

 
Ｂｑ／ｃｍ３ 

以下 
 

 
排気口に 
お け る 
濃 度 が 

 
 

７×１０－９ 

 
Ｂｑ／ｃｍ３ 

以下 
 

 
排気口に 
お け る 
濃 度 が 

 
 

７×１０－８ 

 
Ｂｑ／ｃｍ３ 

以下 
 

 
排気口に 
お け る 
濃 度 が 

 
 

４×１０－９ 

 

Ｂｑ／ｃｍ３ 

以下 
 

（６０Ｃｏで 
 代表した） 

 

 
排気口に 
お け る 
濃 度 が 

 
 

４×１０－５ 

 
Ｂｑ／ｃｍ３ 

以下 
 

（続き） 
 

放  射  性  液  体  廃  棄  物 

全  核  種 
（３Ｈを除く） 

８９Ｓｒ 
９０Ｓｒ 

アルファ線を 
放出する 

放射性物質 

ベータ線を 
放出する 
放射性物質 

３Ｈ 

 
検 
 
出 
 
限 
 
界 
 
値 
 

 
サンプル 
タンクに 
お け る 
濃 度 が 

 
２×１０－２ 

 
Ｂｑ／ｃｍ３ 

以下 
 
（６０Ｃｏで 
  代表した） 

 

 
コンポジット 
サンプルの 
濃 度 が 

 
 

７×１０－４ 

 
Ｂｑ／ｃｍ３ 

以下 
 
（９０Ｓｒで 
  代表した） 

 

 
コンポジット 
サンプルの 
濃 度 が 

 
 

４×１０－３ 

 
Ｂｑ／ｃｍ３ 

以下 
 

 
コンポジット 
サンプルの 
濃 度 が 

 
 

４×１０－２ 

 
Ｂｑ／ｃｍ３ 

以下 
 

 
コンポジット 
サンプルの 
濃 度 が 

 
 

２×１０－１ 

 
Ｂｑ／ｃｍ３ 

以下 
 

「１．福島第二原子力発電所放射性廃棄物管理状況の（１）放射性気体及び放射性液体廃棄物の放出量」

及び「３．放射性廃棄物の放出濃度」において「検出されず」とは、上記表の検出限界値濃度未満の場合を

いう。 


